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　　　第6回　宇宙開発委員会（定’例会議）’

　　　　　議　　事　　次　　第　　　　，

1・　日　　・時　　昭和58年3月2・3日（水）

　　　　　　　　午後2時～2時30分

2・・場　　莇　　宇宙開発委員会会議室

3．　議　　題　　　　　・

　（1）　宇宙開発に関する基本計画について

　（2）’昭和．57年度1～2・学期におけ．る人工衛星及

　　　び人工衛星打上げ用ロケットゐ打上げ結果の

　　　評価に関する審議について

4・資・　料．

三一ユ第曽爾開発委員今（細会議）議

　　　　　　事要旨（鋤　・

　委6一2　宇宙開発に関す一る基本計画について

　　　　　　（・58聯3．2号》

　委6一ひ宇宙開発に関する沼本計画にういて（案〉

委6－4’ P昭禾閃7年度1～2・胴¢こおける本工

　　　　　　衛皐及び人工衛星打上げ用・ケツ：ゆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　打上げ結果の評価に関する審議につい

　　　　　　て（案）



　　　　　第5回　宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　　　　議　事　要　旨　　（案）

1．日　　時　　昭和58年3．月16日．（水）

　　　　　　　　午後2時～2時10分

2．場　　所　　宇宙開発委員会会議室

3．議　題’宇宙開発計画の見直しについて

4．資　　料

　委5－1　　第4回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

　委5，一2　　宇宙開発計画（案）

5．出席者

　　宇宙開発委員会委員長代理　　　　吉識雅夫

　　　　　〃　　　委員　　　　　　　　　　　　斎　藤　成、文

　　　　　〃　　　　〃　　　　　，　　　　　　井　上　啓次郎

　　　　　〃　　　　〃　　　　　　　　　　　　　大　塚　　　茂

　関係省庁職員等

　　科学技術庁研究調整局長　　　　　　　　　　加’藤　泰　丸

　　　　〃　　長官官房審議官　ち　　　　　　　辻　　　栄　一

　　通商産業省機械情報産業局次長　　　　　　　石　井　賢　吾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：古市）

　　運輸大臣官房審議官・　　武石章
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：千田）

　運輸省気象庁総務部長　　　　　　　　　　　栗．山　昌　久

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：里見）

　　〃　海上保安庁総務部長　　　　　　　　小　林　哲　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：山川）

　郵政省電波監理局審議官　　　　 高橋幸男
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：木原）

　建設大臣官房技術参事官　　　　　　　　　萩　原　　　浩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：太島）

　文部省宇宙科学研究所研究協力課　　　　　秋　元　春　雄

　宇宙開発事業団シ・ステム計画部計画課　　　向　井　　　正

事務局

　科学技術庁研究調整局宇宙企再課長　　　　吉　村　晴　光

　　　　〃　　　　〃　　宇宙開発課長　　　　吉　野　隆　治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

6．議　　事

（1）　前回議事要旨の確認

　　第4回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨案（資料委5－

　　1）が確認された』

　（2）宇宙開発計画の見直しについて　　　　’　　　　　、

　　　宇宙開発計画が資料委5一2のとおり決定さ峠・
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5　8研第3　2号
昭和58年3月22日

宇宙開発委員会委員長

　　　安　田　隆　明 殿

　　　　・ぐ1二二瀾溌，0に関する基本計画について

　標記の件について、三組のとおり定めたく、宇宙開発事業

団法（昭和44年法律第50号）第24条に規定する貴委員

会の議決を三三する。

宇宙醗三会’

　58、3122

第24一号

事務用品5号 1科学技術庁



　レ．～’ 別紙

宇宙朋発に関ずる基本計画

．》

我が国ρ宇宙開発に関する基本計画を下記のとおり定める。

●
記

　我が国の宇宙開発は、内外における宇宙開発の現状、今後の見通し等

を踏まえ、次により総合的かっ計画的に推進することとし》関係各界の

’総力を挙げて、これに取り組むこととする。

　1．　開発の実施ほ、宇宙開発委員会が定めた宇宙開発計画（昭和5．β年

’　β月16日決定）に基づいて行う。

●・

2．　開発体制についてほ、宇宙開発委員会における重要施策の企画調

整の憎層の推進を図る。また、関係各機関ほ、宇宙開発委貝尽の方針

に沿って・その分担と役剤に応ヒ湘互の即燦密化しっっ研究及

　び開発を進める。

3．　開発を進めるに当たってほ、進捗状況の把握及び成果の評価を行’

　いっっ、計画の管理を合理的に行うとともに、特に資金の効率的な運

用に配慮する。その際、これまでの開発経験を十分反映させるものと

　する。
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－宇宙開発に関する基本計画について（案）

昭和58年3月23日
宇宙開発委員会

　　議　決

　　　我が国の宇宙開発に関する基本計画を下記のとおり定めることに
●ついてほ、購がない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　記

　　　　　　　　k

　　我が国の宇宙開発は、内外における宇宙開発の現状、今後の見通し等

　を踏まえ、次により総合的かっ計画的に推進することとし、関係各界の

　総力を挙げて㍉これに取り組むこととする。

1．　開発の実施ほ、宇宙開発委員会が定めた宇宙開発計画（昭和58年

　3月16日決定）に基づいて行う。

　　ロ
●2．開発体制についてほ、宇宙開発委員会におけ種要撒の企醐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　整ρ一層の縫を図る・また潤儲繍1ま・宇宙醗類会の方針

　　に沿って、その分担と役割に応じ、相互の協力を緊密化誓っっ研究及

　　び醗を進めを

3；　開発を進めるに当たっては、進捗状況の把握及び成果の評価を行

いつつ・計画の三二醐こ行うとともlr・特に難の効軸な運

用に配慮する・その際・二部の開発経験を＋分反映させるものと

　する。
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昭和57年度1～2月期における人工衛星及び
．三三衛星打上げ用ゴケツトの打上げ結果の評価

に関ずる審議について（案）

’昭和58年3月23日

宇宙開発委員会決定

●・

1．　昭和57年度1．～2．月越において文部省宇宙科

学研究所が行った同一・3Sロケット3号機による第

　8号科学衛星（ASTRO－B）の打上げ及び宇宙

開発事業団が行つ．たN．マケ卦10号機（F）（N

　一■ロケット3号機（：F））による通信衛星2号一

・a（CS．一2a）・の打上げの結果を評価するために

　調査審議を行うもの’とする。

2．　このため・評価に鱗要な技術的事項について・第

　画部会において調査審議を行うものとする。この調

　査審議は・昭和58年5月末までに終えることを目

　途とする。



宇宙開発委員会第四部会構成員

　　　　　　　　　　　　　　昭和58年3月

　　　　　　　　　　　　　　（一50音順）

　　　部会長　佐’貫亦・．．男

　　’部会長代理　　　内　田　蔑男

　　　専門委員※秋葉鎮二郎●．

　　　　　　　　※’大島耕一

　　　　　　　　　　小林繁夫

　　　　　　　　　　中込雪男

　　　　　　　　　　長洲’秀夫・

　　　　　　　　※林　　友直

　　　　　　　　来平井正一』

　　　　　　　　来平木　　一

．●　　　　　前田　弘

　　　　　　　　　　虫明康人，

　　　　　　　　　　若井　　：登

日本大学理工学研究所顧問

名城大学理工学部教授

文部省宇宙科学研究所教授

文部省宇宙科学研究所教授

東京大学工学部教授

国際電信電話株式会社取締役

科学技術庁航空宇宙技術研究所

宇宙研究グループ総合研究官

文部省宇宙科学研究所教授・

宇宙開発事業団理事

宇宙開発事業団理事

京都大学工学部教授

東北大学工学部教授

郵政省電波研究所長

注）※印の専門委員は・文部省宇宙科学研究所が行った打

　　上げ結果の調査審議については、説明者として参加する。

　　三三の専門委員は、学宙開発事業団が行った打上げ結

　　果の調査審議については、1説明者として参加する。


